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（
社
）
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会

業
務
課
課
長
代
理 

笠
間
英

樹
氏
が
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
・
勧

誘
と
特
定
商
取
引
法
に
つ
い

て
」、
Ｔ
＆
Ｄ
リ
ー
ス
㈱
大
阪

支
店 

平
井
茂
樹
氏
が
「
安
全

機
器
等
期
限
管
理
と
リ
ー
ス

制
度
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま

し
た
。 

当
日
は
１
２
４
名
の
受
講

者
が
熱
心
に
聞
き
入
り
、
質
疑

応
答
も
交
え
終
了
い
た
し
ま

し
た
。 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
四
日
（
木
）、
徳
島
県
Ｊ
Ａ
会
館
別

館
２
階
大
ホ
ー
ル
に
て
、
平
成
二
十
一
年
度
経
営
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

（社
）エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会 

業
務
課
課
長
代
理 

笠
間
英
樹
氏 

Ｔ
＆
Ｄ
リ
ー
ス
㈱ 

大
阪
支
店 

平
井
茂
樹
氏 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

地
球
環
境
と
大
気
汚
染
を
考
え
る
全
国
市
民
会
議
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ
）

理
事 

鈴
木
靖
文
氏
を
講
師
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

今
回
の
講
演
は
、
環
境
問
題
を
考
え
る
良
い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

日 

時 

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日
（
水
） 

 
 
 
 

午
後
３
時
半
～
４
時
半 

(

協
会
総
会
終
了
後) 

場 

所 

ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島 

演 

題 

■
環
境
面
か
ら
の
オ
ー
ル
電
化
の
問
題
点
に
つ
い
て 

４月    ７日 構造改善検討委員会 協会 １３:３０～

２１日 総務部会 協会 １３:３０～

監査 協会 １０:３０～

２７日 

理事会 
グランヴィリオ
ホテル 

１３:３０～

５月    １４日 調査員講習・検定 徳島県教育会館  ９:００～

２１日 業務主任者講習 徳島県教育会館  ９:００～

第44回通常総会 １３:３０～

２６日 
オール電化対策 
講演会 

ホテル 
クレメント徳島

１５:３０～

２８日 設備士再講習 徳島県教育会館  ９:００～

６月    ７日～ 
９日 

丙種化学液石講習 徳島県教育会館  ９:００～

２２日～２４日 第二種販売講習 ＪＡ会館  ９:００～

（平成 22 年 3 月 31 日現在）

見つけた !! 
“がんばる” 

チャンス。 

 



えっとぶり春号 ２０１０年（平成２２年）４月 2/4 

 
ま
ず
、
共
に
ガ
ス
体
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
扱
う
事
業
者
と
し
て
「
ガ
ス

需
要
の
促
進
」「
電
化
攻
勢
の
阻
止
」

と
い
う
共
通
の
目
標
を
掲
げ
る
〝
ガ

ス
コ
ラ
ボ
四
国
〟
の
存
在
意
義
の
重

要
性
を
再
認
識
し
、
今
後
も
電
化
対

策
に
つ
い
て
は
歩
調
を
合
わ
せ
て
協

力
を
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
い
た
し

ま
し
た
。 

つ
ぎ
に
、
平
成
二
十
一
年
度
実
施

い
た
し
ま
し
た
「
ガ
ス
コ
ラ
ボ
四
国

２
０
０
９
メ
ラ
メ
ラ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
結
果
と
し
て
、
参
加
事
業
者

数
や
、
は
が
き
販
売
枚
数
と
も
に
頭

打
ち
で
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
今

後
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
方

に
つ
い
て
は
、
従
来
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
方
法
に
と
ら
わ
れ
ず
に
多
少
の
方

向
転
換
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
の

見
解
で
一
致
し
、
四
国
ガ
ス
㈱
な
ら

び
に
４
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
は
、

〝
ガ
ス
コ
ラ
ボ
四
国
〟
と
し
て
こ
れ

二
月
二
十
三
日
（
火
）
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
に
お
い
て
、
四
国

ガ
ス
㈱
と(

社)
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
は
、
平
成
二
十
一
年
度

第
２
回
定
例
協
議
会
を
行
い
ま
し
た
。 

備蓄事業所 ブロ 
ック 支部名 

事業所名 所在地 
TEL FAX 

LPガス 

２０ｋｇ 

3重巻 

鋳物コンロ

単段 

調整器 

その他 

必要設備 

美馬 徳島液化ガス㈱ 美馬市脇町 0883（52）2811 0883（53）8029 25(本) 5(台) 5(個) 5(式)

美馬 藤田商事㈱脇町充填所 美馬市脇町 0883（52）0253 0883（53）9117 25 5 5 5 
西

部 
三好 川原プロパン㈲ 東みよし町西庄 0883（82）2128 0883（82）4488 25 5 5 5 

鳴門 ㈱中岸商店エネルギー部 鳴門市大津町 088（686）1666 088（686）7107 25 5 5 5 

鳴門 鳴門ガス㈱ 鳴門市撫養町 088（685）0195 088（685）8516  0  5 5 5 

上板 日プロ徳島㈱ 藍住町東中富 088（692）2729 088（692）8168 25 5 5 5 

上板 ｼﾞｪｲｴｲ徳島燃料サービス㈱ 

土成ＬＰガスセンター 
阿波市土成町 088（695）5380 088（695）5388 25 5 5 5 

上板 ㈱スタン徳島北事業所 上板町引野 088（694）8070 088（694）8071 25 5 5 5 

下板 高山産業㈱徳島工場 松茂町笹木野 088（699）2952 088（632）5899 25 5 5 5 

下板 四国岩谷産業㈱徳島支店 松茂町字満穂 088（699）5109 088（699）4140 25 5 5 5 

中

央

１ 

下板 四国ガス燃料㈱徳島営業所 松茂町笹木野 088（699）3811 088（699）6167 25 5 5 5 

阿波 宮崎商事㈱阿波工場 阿波市市場町 0883（36）5588 0883（36）6016 25 5 5 5 

名東・名西 四国アセチレン工業㈱徳島工場 石井町藍畑 088（674）1711 088（674）3478 25 5 5 5 

中

央

２ 吉野川 丸善商事㈱鴨島営業所 吉野川市鴨島町 0883（24）4311 0883（24）4312 25 5 5 5 

小松島 ㈱阿波酸素 小松島市金磯町 0885（32）0090 0885（32）0095 25 5 5 5 中

央

３ 小松島 徳南ガス㈱ 小松島市大林町 0885（37）0380 0885（37）1691  0 5 5 5 

徳島南 丸善商事㈱プロパン部 徳島市万代町 088（653）8166 088（653）8169 25 5 5 5 

徳島南 宮崎商事㈱本社 徳島市八万町 088（668）0811 088（668）4934 25 5 5 5 

徳島南 徳島市農業協同組合ガスセンター 徳島市国府町 088（642）1679 088（642）6691 25 5 5 5 

徳島南 ㈱スタン徳島事業所 徳島市西新浜町 088（662）0020 088（663）0477 25 5 5 5 

徳島北 神原エネルギー産業㈱ 徳島市南沖洲 088（664）0352 088（664）4010 25 5 5 5 

中

央

４ 

徳島北 徳島石油㈱国府 LPG充填所 徳島市国府町 088（642）8311 088（642）8312 25 5 5 5 

阿南 ㈱スタン阿南支店 阿南市橘町 0884（27）0644 0884（27）0635 25 5 5 5 

海部 丸善商事㈱南部営業所 海陽町宍喰 0884（76）3232 0884（76）2848 25 5 5 5 
南

部 
海部 宮崎商事㈱牟岐工場 牟岐町内妻 0884（72）2347 0884（72）2337 25 5 5 5 

１９会員 ２５事業所 575 本 125 台 125 個 125 式

 

平成２１年１２月現在 

か
ら
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
方
向
性
に

つ
い
て
再
度
意
見
交
換
の
場
を
設
け

る
こ
と
で
合
意
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
四
国
ガ
ス
の
供
給
エ
リ
ア
の

拡
大
や
天
然
ガ
ス
転
換
完
了
に
と
も

な
う
競
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
ギ
ー
と
し
て

の
都
市
ガ
ス
攻
勢
が
予
想
さ
れ
る
な

か
、「
協
定
書
の
見
直
し
」
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
協
議
に
委
ね
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 な

お
、
出
席
者
の
み
な
さ
ん
は
（
敬

称
略
）
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

四
国
ガ
ス
㈱
か
ら
は
林
章
二
（
本

社
リ
ビ
ン
グ
営
業
部
長
）、
安
永
真
澄

（
徳
島
支
店
長
）
な
ど
６
名
、
当
協

会
か
ら
は
中
岸
雅
夫
（
会
長
）、
増
田

光
昭
（
都
市
ガ
ス
対
策
委
員
長
）
な

ど
６
名
で
す
。 

 
 

 

 

泉 

雅
之
（
経
済
部
会
長
） 



えっとぶり春号 ２０１０年（平成２２年）４月 3/4 

 
《
相
談
事
例
１
》 

■ 

相
談
受
付
日
時 

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日 

■ 

相
談
者 

女
性 

４
０
～
５
０
歳 

■ 

相
談
内
容 

去
年
の
三
月
に
ア
パ
ー
ト
を
引
っ
越
し
て
き

た
。
五
月
十
一
日
請
求
が
１
７
㎥
で
１
０
，
０

６
７
円
、
調
整
額
７
６
円
で
今
月
は
８
㎥
で

８
，
２
６
５
円
と
高
い
と
思
う
。
ガ
ス
屋
さ
ん

は
料
金
表
も
な
く
、
請
求
書
に
は
基
本
料
金
と

使
用
量
の
区
分
も
な
い
。
大
家
さ
ん
に
言
っ
て

も
、
リ
ー
ス
の
関
係
と
か
言
っ
て
取
り
合
っ
て

く
れ
な
い
。
メ
ー
タ
ー
を
四
月
二
十
五
日
に
取

換
え
て
い
た
が
、
容
器
取
替
の
時
に
見
て
い
た

ら
、
バ
ル
ブ
を
閉
め
て
ガ
ス
を
止
め
る
時
に
メ

ー
タ
ー
の
数
字
が
回
っ
て
い
た
。
メ
ー
タ
ー
を

操
作
し
て
い
る
。 

■ 

回
答 

五
月
の
ガ
ス
料
金
に
つ
い
て
は
、

近
の
県
内

基
本
料
金
の
平
均
値
１
，
８
０
０
円
と
す
る
と

１
㎥
あ
た
り
４
８
６
円
と
な
り
、
平
均
値
４
９

０
円
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
妥
当
な
金
額
で

あ
る
。ま
た
メ
ー
タ
ー
を
操
作
し
て
い
る
と

い
う
件
に
つ
い
て
は
、メ
ー
タ
ー
の
操
作
は

で
き
な
い
の
で
見
て
い
た
人
の
勘
違
い
と

思
い
ま
す
。 

■ 
委
員
長
所
感 

    
事
実
関
係
は
定
か
で
は
な
い
が
、
本
件
相
談

か
ら
学
ぶ
べ
き
事
は
販
売
店
と
し
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
実
に
行
な

う
こ
と
で
す
。 

一
つ
目
は
、
お
客
様
に
料
金
表
を
交
付
す

る
こ
と
、
そ
し
て
二
つ
目
は
、
料
金
体
系

の
説
明
が
的
確
に
な
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

こ
の
二
つ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

お
客
様
は
不
信
感
を
持
た
れ
、
そ
の
結
果
、

メ
ー
タ
ー
を
操
作
し
て
い
る
と
の
信
じ
ら

れ
な
い
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
料
金
表
を
改
定

し
た
場
合
、
新
規
に
取
引
を
開
始
す
る
場

合
は
１
４
条
書
面
及
び
特
定
商
取
引
法
対

応
の
書
面
を
必
ず
交
付
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。 

《
相
談
事
例
２
》 

■ 

相
談
受
付
日
時 

平
成
二
十
一
年
七
月
七
日 

十
三
時 

■ 

相
談
者 

女
性 

４
０
～
５
０
歳 

■ 

相
談
内
容 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
か
ら
オ
ー
ル
電
化
へ
切
替
し
ま

し
た
。ガ
ス
屋
さ
ん
に
４
０
万
円
余
り
の
請

求
を
さ
れ
ま
し
た
が
、オ
ー
ル
電
化
に
す
る

場
合
、こ
ん
な
に
高
額
な
代
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

■ 

回
答 

「
１
４
条
書
面
は
受
け
取
っ
て
い
ま
す
か
」

と
の
質
問
に
「
１
０
年
前
く
ら
い
に
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」
と
の
返
事
。
設
備
の
所
有
関

係
に
つ
い
て
、
消
費
者
の
も
の
か
ガ
ス
屋
さ

ん
の
も
の
か
、
ガ
ス
を
撤
去
す
る
時
に
必
要

な
費
用
の
負
担
方
法
な
ど
が
記
入
さ
れ
て

い
る
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。
お
客
様
が
納
得

の
上
１
４
条
書
面
を
受
け
取
っ
て
い
る
場

合
は
、額
面
と
お
り
の
金
額
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

■ 

委
員
長
所
感 

本
件
に
つ
い
て
は
、
相
談
者
は
「
１
４
条

書
面
に
押
印
し
て
い
る
の
で
仕
方
が
な

い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
と
の
事
で
す
。 

 

二
十
一
年
度
の
相
談
件
数
は
１
０
件
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
価
格
に

関
す
る
事
項
が
８
件
、
設
備
関
係
に
関
す
る
事
項
が
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
相
談
事
例
の
中
か
ら
象
徴
的
な
も
の
を
２
件
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

万
一
の
場
合
に
お
け
る
１
４
条
書
面 

の
重
要
性
が
、
再
認
識
さ
れ
る
事
例 

で
す
。
し
か
し
、
本
件
処
理
記
録
か 

ら
推
察
す
る
限
り
、
集
合
住
宅
や
業 

務
用
ユ
ー
ザ
ー
と
は
考
え
に
く
く
、 

一
般
ユ
ー
ザ
ー
で
な
い
か
と
推
測
さ 

れ
ま
す
。
と
す
れ
ば
減
価
償
却
分
を 

加
味
す
れ
ば
、
設
備
総
額
は
４
０
０ 

万
円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
一
般
ユ
ー 

ザ
ー
に
こ
ん
な
多
額
な
設
備
投
資
も 

考
え
に
く
く
、
償
却
分
を
控
除
せ
ず
、 

初
期
投
資
全
額
を
請
求
し
た
事
例
で 

あ
る
と
も
推
測
さ
れ
ま
す
。 

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
１
４
条
書
面
に

「
契
約
解
除
時
の
買
取
り
額
の
計
算
方
法
」

の
減
価
分
を
考
慮
し
な
い
内
容
に
な
っ
て

い
て
も
、
万
一
の
訴
訟
時
に
は
減
価
の
非
控

除
に
関
し
て
、
そ
の
合
理
性
且
つ
正
当
性
を

主
張
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
こ
は
や
は
り
、
１
４
条
書
面
に
減
価

分
に
関
し
て
の
算
定
方
法
を
明
記
し
て
お

く
事
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。 



えっとぶり春号 ２０１０年（平成２２年）４月 4/4 

さ、 

害
の
み
な
ら
ず
、
大
火
災
等
局
地
的
な
被
害
に

も
運
用
し
て
い
く
と
と
も
に
、
緊
急
時
に
は
逆

の
ル
ー
ト
を
使
用
し
て
会
員
の
皆
さ
ん
に
情
報

を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

野
口
久
司
（
保
安
部
会
長
）

こ
の
え
っ
と
ぶ
り
通
信
も
何
回
目
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
に
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
内
容

を
探
す
の
で
す
が
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。 

さ
て
、
こ
の
先
３
０
年
以
内
に
東
南
海
、
南
海
地

震
が
発
生
す
る
確
率
が
５
０
％
か
ら
６
０
％
に
上

が
り
ま
し
た
。
一
九
五
四
年
つ
ま
り
６
５
年
前
に
発

生
し
て
徳
島
県
南
部
方
面
は
甚
大
な
被
害
を
被
り

ま
し
た
。
現
代
に
発
生
す
る
と
当
時
と
は
人
口
も
飛

躍
的
に
増
大
し
て 

お
り
集
合
住
宅
や 

病
院
そ
し
て
た
く 

さ
ん
の
お
年
寄
り 

が
生
活
す
る
老
健
施
設
も
被
害
を
受
け
ま
す
。 

そ
こ
で
、
私
達
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
に
携
わ
っ
て
い
る

者
は
大
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
お
客
さ
ま
の
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
一
刻
も
早
く
復
旧
さ
せ
る
使
命
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
は
、
普
段
か
ら
お
客
さ
ま
の
形
態
に
応

じ
た
復
旧
の
優
先
度
を
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
、

ま
さ
か
の
時
に
は
安
全
に
速
や
か
に
復
旧
を
行
っ

て
下
さ
い
。 

保
安
部
会
で
は
、
そ
の
よ
う
な
時
に
皆
さ
ん
か
ら

の
被
害
情
報
を
い
か
に
し
て
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会

が
収
集
出
来
る
か
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。
以
前
に

も
よ
く
似
た
連
絡
網
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は

そ
れ
を
改
良
し
て
シ
ン
プ
ル
に
な
り
ま
し
た
。 

徳
島
県
１
８
支
部
の
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
の
会

員
は
各
支
部
長
に
被
害
情
報
を
連
絡
し
て
頂

き
、
１
８
人
の
支
部
長
は
、
そ
れ
を
６
人
の
連

絡
責
任
者
に
ま
と
め
て
頂
き
ま
す
。
最
終
的
に

連
絡
責
任
者
は
情
報
を
と
り
ま
と
め
て
エ
ル
ピ

ー
ガ
ス
協
会
に
報
告
し
て
頂
き
ま
す
。 

各
会
員
が
て
ん
で
ば
ら
ば
ら
に
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス

協
会
に
報
告
さ
れ
る
と
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
で

は
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

情
報
の
内
容
は
人
の
被
害
、
火
災
の
発
生
の

有
無
、
道
路
の
被
害
状
況
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
漏
え
い

の
有
無
、
そ
の
他
そ
の
現
地
で
な
い
と
分
か
ら

な
い
よ
う
な
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス 

協
会
災
害
対
策 

本
部
へ
集
め
た 

い
と
思
っ
て
お 

り
ま
す
。 

エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
災
害
対
策
本
部
は
そ
の

よ
う
な
情
報
を
元
に
徳
島
県
災
害
対
策
本
部
に

報
告
す
る
と
と
も
に
、
被
害
が
甚
大
と
思
わ
れ

る
地
域
に
ど
の
よ
う
な
応
援
態
勢
が
と
れ
る
か

判
断
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
皆
さ
ん
か
ら
の

正
確
な
情
報
を
支
部
長
に
報
告
し
て
欲
し
い
の

で
す
。 

そ
し
て
、
作
成
し
た
連
絡
網
が
確
実
に
機
能

す
る
か
ど
う
か
、
実
際
に
何
度
か
通
報
訓
練
を

行
っ
て
み
て
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
そ
の
原
因

を
探
し
て
改
良
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
時
に
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
連
絡
網
は
南
海
地
震
等
の
大
災

『
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス

の
普
及
に
向
け
て
』
と
題
し
、
二
〇

二
〇
年
ま
で
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
（
工
程
表
）
案
の
中
間
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

未
来
に
ま
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
は
、「
ガ
ス+

電
気
」

の
時
代
へ
、
電
化
を
敵
に
回
す
の
で

は
な
く
上
手
く
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

太
陽
光
、
太
陽
熱
、
大
気
熱
の
各
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
と
の
ベ
ス

ト
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
り
、
環
境
保
全
に

貢
献
す
る
業
界
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
を
向
上
す
る
と
と
も
に
、
エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
と
太
陽
光
発
電
の
Ｗ
発
電+

蓄
電
池
に
よ
る
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ス
マ
ー

ト
ハ
ウ
ス
」
を
構
築
し
、
環
境
に
優

れ
災
害
に
強
い
、
未
来
型
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
お
客
様
に
提
供
で
き

る
事
業
者
を
目
指
し
て
行
く
。 

そ
れ
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
革
に
合

 

わ
せ
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
り
、
早
期
・
中
期
・
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
に
立
っ
た
戦
略
の
構
築
が
重
要
と
な

る
。 

◆ 

早
期
的
（
一
～
一
年
半
）
緊
急
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題 

・『
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
＝
環
境
に
優
し
い
』
を
Ｐ
Ｒ
す

る
手
段
の
構
築
と
活
動
の
開
始 

・
国
策
で
あ
る
太
陽
光
発
電
を
意
識
し
た
戦

略
が
不
可
欠 

 
 

太
陽
光+

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
Ｐ
Ｒ
す
る
資
料
や

チ
ラ
シ
の
制
作
が
急
が
れ
る 

・
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
の
松
竹
梅
メ
ニ
ュ
ー

の
考
案
づ
く
り 

◆ 

中
期
的
（
一
年
半
～
四
年
）
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
実
行 

・
太
陽
光
発
電
が
物
理
的
に
設
置
で
き
な
い

家
庭
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
観
点
か
ら
一
刻
も

早
く
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
を
世
知
す
る
必
要
が

あ
る
。 

・
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
認
識
の
高
ま
り
へ

の
対
応 

◆ 

長
期
的
（
五
年
以
上
） 

・
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
と
の
連
携
ス
タ
ー
ト 

 

九
月
二
十
二
日
に
千
葉
県
で
青
年
部
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
、
本
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
最
終
版

が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

 
 宮

﨑
智
史
（
青
年
部
会
）
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